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して,先 づ最初原料鐵粉を構成する晶粒の大部分10"cm程 度で あつたのが,焼 鈍温度400。C
附近に於ては一部分10一'icrn程度のものに獲達するに拘 らす,500。C附 近では却つて奮の10『4CM
程度の ものばか りとな り,6COOCを 超ゑると再び10-3cm程 度のものに成長 し始 める事が推定
出來る.
              實 験 結 果 の 考 察
 前述の實験結果 を考察すると,先 づ本實験に用ひた原料鐵粉1ま其製法,粒 度等を可な り異に
するに拘 らす,何 れ も直径10"4cm程 度の晶粒の不規則な聚積 より成れる所謂多結晶組織の も
ので,酷 なる粉砕工作のため部分的ではあるが,和 當な内部歪を受 けて居る事が判る,更 に之
等の粉末を焼鈍 した蜴合,少 くとも此操作がII,氣 流 中で行はれたなれば,前 記の内部歪(帥
ち結晶格子内原子のボテンシヤル閾の低一F)は 加熱温度300。C以 下で も次第に除去ぜられる
ものと思はれる.新 らしい結晶核の生成 も此内部歪を張 く受けた部分に於てのみ400。C以 下
の焼鈍で開始せ られ るが,焼 鈍温度を 5000C附 近迄高めた揚合には此結晶核の生成は名1言々盛
んになる結果,個 々の核の成長を和互の干渉により却つて阻害する事が推定出來る・併 し炬旨鈍
温度が更に高 く,6000Cを 超ゑれば,多 少な りとも歪 を包藏 して居た在來の品粒は悉 く新 らし
い結晶核の生成と成長とに侵蝕ぜられ藪に廣範團に亙る戸∫結晶現敦 を起す ものと解せ られる・
倫,斯 くの如き鐵粉末の内構攣化過程は翼塞中に於ても矢張 り起るが,H2氣 流中に於けるよ
りも可な り邊延するものと見倣す事が出來る.
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 著者等は第1報 に於て1i儲 粗汁液中にフォスホリラ…ゼの存在す る事を確認 し それ につい
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            ,鍍 ・永井 、繊 化水素の氣相分働覧轍
て 紋告 したが 引績 き甘藷 粗汁液 中の該酵素 の精製 と各種 植物につ いて貴験 を行 つた結果,フ オ
スホ リラ ーゼは澱 粉 を貯 藏 する部 分ばか りで な く葉,爽,葦 等 に も分 布 してゐ る事 を知 り得た.
本報 では甘諮 粗汗液 を用 ぴて澱粉 の燐 化分解 を行つてglucose-1-pho3phate(C(xi ester)を 調製
し得 たか らそれ につ いて報告 す る.次 に調製 した 「glucose-1-phosphateを 材 料 と して南瓜 の葉
及 び果實 の粗汁 液 を用 ひて合 成作 用 と一方分解作 用について實験 を行つた.そ の結果 南瓜は果
實ばか りでな く葉 に もフ オスホ リラーゼの存在 する事 を知 り得 た.
 Cori esterの 調製 例 は次 の如 くで ある・精製 した甘藷 又は馬齢薯澱 粉209をallの 水で煮沸 し
冷却 後200ccの 甘藷粗 汁液 と250ccの1モ ル燐酸 カ リ液(pH 6.8)と 水500ccを 加へ25。Cで
36時 間反 悉 さぜ る.分 解 終 了後通 剰 の燐酸 を除 き精製操作 を行 ふ と最 後YC COri esterの 結晶(カ
リウ ム盤)を 得 る・比 較 の爲馬齢薯粗 汗液 を用 ひて同様 の實験 を行 つたが廿藷 の揚合 の方が牧
量 が 著 し く悪 かつ た ・得 られ た結 晶は爾者 の揚合 同一 物質 で且分析 結果 は理 論数 とよ く一致 す
る.
 南 瓜 の葉 の フォスホ リラーゼの分解作 用に關す る實験 は次 の如 く行 つた.反 慮液25cc中 可溶
性澱 粉125mg, M/2 phosphate 3cc,葉 の粗汗液9ccを 含 む條件 に於 て温度30～31。Cに て反
慮液 のpHを 種 々に墾 じ分解 を行つた・分解 作用の進行 は時間 の経 過 と共 に起 る無機燐酸 の減
少 に よつ て知 る.最 適pHは6～7で あつた・省可及的 同一條 件 の試料 を探取 して實験 を行 つ
た結果 品種 の差 に よつ て フォ スホ リラーゼの分解 力に差 の ある傾 向がみ とめ られた.
 次 に調 製 したCori esterを 用ひて合成作 用について實験 を行 つた ・帥ち反慮液10cc中Cori-
ester(カ リ盤)50m9,粗 汁液5ccを 含 む條件 に於て(重 マ レイン酸 ソーダ を緩衝液 と して使
用)時 間の経過 と共 に無機 燐酸 の増加が起 るのが 見 られた ・この事 は反 慮液 内 に於 て澱粉 が合
成 され同時 に燐酸 が遊離 され て來 る事 を示す もので ある・種 々のpHで 實験 の結果最適pH
は5.5～6.5で あ る事 を知 つ た.
 次 に南 瓜の果實 を用 ぴて 同様 の實験 を行つ た.南 瓜果 の フォ スホ リラーゼの分解作用及合成
作 用 は材 料探 取の時 期(9～10月)に もよると思 はれ るが葉 の揚 合 に較 べて弱か つた・
 南 瓜果 の フ矛 スホ リラーゼの澱粉合成作 用の最適pHは6。3～6・8で あρ た・
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                 要     旨
 過酸化水素は從來主として漂白,消 毒等に使用せられてゐたが,戦 孚末期に特殊燃料として
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